
秋
季
見
学
会
〜
中
之
島
周
辺
〜

「
近
世
〜
近
代
大
阪
の
金
融
経
済
」

生
没

　文
化
七
年
〜
文
久
三
年（
1
8
1
0
〜
6
3
）

出
身

　足
守
藩（
岡
山
市
北
区
足
守
）

業
績

　『病
学
通
論
』（1
8
4
9
）、『
虎
狼
痢
治
準
』（1
8
5
8
）、

『
扶
氏
経
験
遺
訓
』（1
8
5
7
〜
6
1
）ほ
か

緒
方
洪
庵

お
が
た
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
あ
ん

　武
士
の
家
に
生
ま
れ
る
も
、
病
弱
な
た
め
医
師
を
目

指
す
。
大
坂
・
江
戸
・
長
崎
で
蘭
学
を
学
ん
だ
後
、
大

坂
で
適
塾
を
開
い
た
。
適
塾
で
は
福
沢
諭
吉
・
大
村
益

次
郎
ら
日
本
の
近
代
化
に
貢
献
す
る
数
多
く
の
人
材
を

育
て
る
一
方
、医
療
活
動
と
医
学
書
の
著
訳
を
行
っ
た
。

ま
た
天
然
痘
予
防
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
施
す
除
痘
館
を

拠
点
に
、
西
日
本
を
中
心
に
種
痘
を
普
及
さ
せ
た
。
洪

庵
の
名
声
は
江
戸
に
も
と
ど
ろ
き
、
幕
府
奥
医
師
に
就

任
し
た
が
、
江
戸
で
の
暮
ら
し
は
苦
労
多
く
、
一
年
も

経
た
ず
に
他
界
し
た
。

　
「
医
の
世
に
生
活
す
る
は
人
の
為
な
り
、
お
の
れ

が
た
め
に
あ
ら
ず
」 （「
扶
氏
医
戒
之
略
」1
8
5
7
）

　適
塾
見
学
会
は
毎
年
夏
季
・
秋
季
、
適
塾
記
念
会
会
員
を
対
象
に

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
参
加
で
き
な
か
っ
た
会
員
お
よ
び
非
会

員
の
方
々
も
自
由
に
散
策
で
き
る
よ
う
見
学
会
道
程
を
再
現
し
ま
し
た
。

　適
塾
と
は
蘭
方
医
・
緒
方
洪
庵
が
天
保
九
年（
1
8
3
8
）、
大
坂
に
開
い
た
蘭

学
塾
で
す
。全
国
か
ら
千
名
に
も
上
る
塾
生
を
集
め
、大
村
益
次
郎
・
福
沢
諭
吉
・

長
与
専
斎
を
は
じ
め
、
日
本
の
近
代
化
に
貢
献
す
る
人
材
を
輩
出
し
ま
し
た
。

北
浜
に
残
る
適
塾
建
物
は
現
存
唯
一
の
蘭
学
塾
遺
構
と
し
て
も
、
近
世
大
坂
を

代
表
す
る
町
屋
建
築
と
し
て
も
貴
重
で
、
昭
和
一
六
年（
1
9
4
1
）に
国
史
跡
、

同
三
九
年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
同
五
五
年
に
は
洪
庵
時
代

の
姿
に
復
元
さ
れ
、
一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　 

北
浜
金
相
場
会
所
跡

　 

鴻
池
善
右
衛
門
邸
跡

　江
戸
時
代
、
金
・

銀
為
替
売
買
の
た
め

設
置
さ
れ
た
。
寛
保

3
年（
1
7
4
3
）、

高
麗
橋
筋
か
ら
こ
の

地
に
移
転
。
現
在
は

五
代
友
厚
像
と
大
阪

証
券
取
引
所
が
立

つ
。

中
央
区
北
浜
1

　清
酒
発
祥
伝
説
や
鴻
池
新
田
で
有
名
な

大
坂
随
一
の
豪
商
・
鴻
池
家
は
、
海
運
業
・

大
名
貸
・
両
替
商
で
財
を
成
し
た
。
2
代
・

之
宗
が
こ
の
地
に
移
り
、

3
代
・
宗
利
か
ら
善
右

衛
門
を
代
々
名
乗
っ
た
。

昭
和
22
年（
1
9
4
7
）

か
ら
は
大
阪
美
術
倶
楽

部
が
入
る
。

中
央
区
今
橋
2

　 

俵
物
会
所
跡

　 

大
坂
除
痘
館
跡

　近
世
長
崎
か
ら
の

重
要
輸
出
品
で
あ
っ

た
俵
物（
煎
り
ナ
マ

コ
・
干
し
ア
ワ
ビ
・

フ
カ
ヒ
レ
）の
仕
入
・

取
扱
を
行
う
会
所
。

長
崎
・
箱
館
に
も
置

か
れ
、
大
坂
で
は
延

享
元
年（
1
7
4
4
）

設
置
、
安
永
6
年

（
1
7
7
7
）こ
の
地

へ
移
転
さ
れ
た
。

中
央
区
北
浜
2

　嘉
永
2
年（
1
8
4
9
）に
緒
方
洪
庵
ら
が

開
き
、
万
延
元
年（
1
8
6
0
）に
こ
の
地
へ

移
転
し
た
種
痘
所
。
大
坂
除
痘
館
は
西
日
本

の
種
痘
普
及
の
中
心

と
な
っ
た
。
現
在
は

緒
方
洪
庵
記
念
財
団

が
所
有
す
る
緒
方
ビ

ル
が
建
ち
、
除
痘
館

記
念
資
料
室（
日
・

祝
休
館
）を
無
料
で

見
学
で
き
る
。

中
央
区
今
橋
3

　 

平
野
屋
五
兵
衛
邸
跡

　 

天
王
寺
屋
五
兵
衛
邸
跡

　 

銅
座
跡

　江
戸
幕
府
が
銅
の
精
錬
・
売
買
・
輸
送

を
行
っ
た
機
関
。
江
戸
に
向
か
う
長
崎
オ

ラ
ン
ダ
商
館
員
の
宿
所
と
も
な
っ
た
。
明

治
34
年（
1
9
0
1
）、
大
阪
市
立
愛
珠
幼

稚
園
が
こ
の
地
へ
移
転
し
て
新
築
し
た
園

舎
が
、
現
存

日
本
最
古
の

幼
稚
園
建
築

で
、
重
要
文

化
財
と
な
っ

て
い
る
。

中
央
区
今
橋
3

夏
季
見
学
会
〜
北
浜
周
辺
〜

「
適
塾
と
そ
の
周
辺
を
た
ず
ね
る
」

　 

広
島
藩
蔵
屋
敷
跡
・

　 

大
阪
医
学
校
跡

　有
数
の
規
模
を

誇
っ
た
広
島
藩
蔵
屋

敷
は
船
入
を
備
え
、

安
芸
の
宮
島
を
模
し

た
厳
島
神
社
が
あ
っ

た
。
大
阪
医
学
校
は

明
治
12
年（
1
8
7
9
）

に
こ
の
地
へ
移
転
。

大
阪
大
学
医
学
部
へ

と
つ
な
が
る
。

北
区
中
之
島
4

　 

中
津
藩
蔵
屋
敷
跡
・

　 

福
沢
諭
吉
誕
生
碑

　福
沢
諭
吉
は
天
保

5
年（
1
8
3
4
）、
中

津
藩
士
・
福
沢
百
助

の
次
男
と
し
て
こ
こ

で
生
誕
し
た
。
百
助

は
大
坂
で
藩
債
を
司

り
、
加
島
屋（
後
の
大

同
生
命
）等
の
豪
商
と

の
交
渉
に
当
た
っ
た
。

当
地
は
阪
大
病
院
跡

地
で
も
あ
る
。

福
島
区
福
島
1

　 

蛸
の
松
跡

　初
代
広
島
藩
主
・
福
島

正
則
が
植
え
た
黒
松
。
蛸

の
泳
ぐ
姿
に
似
た
枝
ぶ
り

か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。

北
区
中
之
島
4

　 

堂
島
米
会
所
跡
碑

　 

大
同
生
命
大
阪
本
社

　
初
め
て
の
参
加
で
、
し
か
も
ズ
ブ

の
素
人
の
レ
ベ
ル
で
し
た
が
、
大
阪

検
定
３
級（
業
務
命
令
で
取
得
）及
び

朝
ド
ラ
の
お
か
げ
で
非
常
に
興
味
深

く
拝
聴
し
ま
し
た
。
襖
の
裏
か
ら
貴

重
な
古
文
書
が
出
て
く
る
話
は
面
白

か
っ
た
で
す
。（
夏
季
）

其
ノ
一

其
ノ
一

正
面
外
観

大
塩
平
八
郎
の
乱（
1
8
3
7
年
）

大
阪
大
空
襲（
1
9
4
5
年 

）

日・英・中・韓の4カ国語を選択できる音声ガイドを用意しています。（無料）
海外からの研究者や留学生など、お客様の案内にも最適です。荷物を預けて快適に見学できます。

レトロな銭湯風ロッカー

　
高
層
ビ
ル
が
建
ち
並
ぶ
オ
フ
ィ
ス
街
、
淀
屋
橋
・
北

浜
界
隈
。
そ
こ
に
時
が
止
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
佇
ま
い

を
残
す
日
本
建
築
が
適
塾
で
す
。
町
人
の
店
舗
兼
住
宅

で
あ
る
町
屋
建
築
と
し
て
、
商
業
都
市
・
大
阪
に
残
る

最
古
級
の
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

都
会
に
残
さ
れ
た
江
戸
の
佇
ま
い
！

　
適
塾
の
正
面
は
今
か
ら
約
1
0
0
年
前
、
前
面
の
道

路
拡
張
に
よ
り
2
尺（
約
60
㎝
）ほ
ど
切
り
取
ら
れ
ま
し

た（
軒
切
り
）。
そ
の
結
果
、
軒
先
が
40
㎝
ほ
ど
低
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
間
口
6.

25
間（
約
11.
5
ｍ
）と
、
大

坂
の
町
屋
と
し
て
は
大
規
模
な
適
塾
の
表
構
え
は
、
大

阪
市
立
住
ま
い
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
天
神
橋
6
丁
目
）に

よ
っ
て
復
原
さ
れ
、
同
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
代
化
の
爪
痕
、
軒
切
り
！

　
近
年
、
都
市
部
で
進
め
ら
れ
て
い
る
電
線
の
地
中
化

は
適
塾
周
辺
で
も
既
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
メ

リ
ッ
ト
は
交
通
上
・
防
災
上
の
安
全
の
ほ
か
、
電
柱
・

電
線
が
視
界
か
ら
見
え
な
く
な
る
景
観
面
に
あ
り
ま
す
。

洪
庵
や
適
塾
生
が
見
た
風
景
を
切
り
取
る
こ
と
が
で
き

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

電
線
地
中
化
で
取
り
戻
さ
れ
る
景
観
！

大
き
な
人
災
か
ら
適
塾
は
奇
跡
的
に
免
れ
ま
し
た
！

　元
禄
10
年（
1
6
9
7
）に
中
之
島
か
ら

移
転
し
た
米
市
場
で
、
天
満
青
物
市
場
・

雑
魚
場
魚
市
場
と
と
も
に
江
戸
時
代
大
坂

の
三
大
市
場
。
全
国
の
米
相
場
の
基
準
と

な
っ
た
。

北
区
堂
島
浜
1

　
朝
ド
ラ
で
興
味
を
も
っ
た
ゆ
か
り

の
場
所
や
歴
史
、
関
連
す
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
大
変
楽
し
く
拝
聴
さ
せ
て

頂
い
た
。（
秋
季
）

　明
治
35
年（
1
9
0
2
）に
広
岡
浅
子
等

が
創
業
。
大
正
14
年（
1
9
2
5
）、
鴻
池

と
な
ら
び
近
世
大
坂
を
代
表
す
る
豪
商
・

加
島
屋
本
家
が
あ
っ
た
こ
の
地
に
、

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
設
計
の
旧
本
社
ビ
ル
が
竣
工

し
た
。

西
区
江
戸
堀
1

参
加
者
の

声

7 6 5

4 3 2 1

5 4 3

2 1

今年は
乱から

180年！

【最寄り駅】 京阪淀屋橋駅・北浜駅、 地下鉄淀屋橋駅
　　　　　 下車 徒歩5分

【開館時間】 午前10時～午後４時
【休 館 日】 月曜日（国民の祝日は開館）
　　　　　 国民の祝日の翌日（土・日・祝は開館）
　　　　　 年末年始（12月28日～1月4日）

【参 観 料】 一般  260円
　　　　　 高校・大学生等  140円　中学生以下 無料
　　　　　 ※適塾記念会会員および阪大生は無料！
　　　　　 住所：大阪市中央区北浜３丁目3－8
　　　　　 電話：06－6231－1970

適塾参観案内

蘭
方
医

　教
育
者

　幕
府
奥
医
師

西
洋
医
学
所
頭
取

研究員N　大江橋駅構内のコンコース壁面に大坂蔵屋敷の場所が紹介されているよ。是非足を運んでみてね。 事務職員K　適塾のお庭には野鳥もたくさん。手水鉢で水浴びしている鳥さんに出会えるとうれしい気持ちになります。

　大
坂
の
十
人
両
替
で
幕
府
の
御
用
を
務

め
た
両
替
商
の
屋
敷
跡
。
両
名
に
ち
な
み

俗
に
こ
の
地
を
十
兵
衛
横
町
と
呼
び
、
現

在
は
開
平
小
学
校
前
に「
天
五
に
平
五

　

十
兵
衛
横
町
」と
刻
ま
れ
た
石
碑
が
立
つ
。

中
央
区
今
橋
1

大
江
橋
駅

大
江
橋
駅

な
に
わ
橋
駅

な
に
わ
橋
駅

北
浜
駅

北
浜
駅

淀
屋
橋
駅

淀
屋
橋
駅 懐

徳
堂
旧
阯
碑

懐
徳
堂
旧
阯
碑

大
阪
大
学

中
之
島
セ
ン
タ
ー

大
阪
大
学

中
之
島
セ
ン
タ
ー

渡
辺
橋
駅

渡
辺
橋
駅

中
之
島
駅

中
之
島
駅

肥
後
橋
駅

肥
後
橋
駅

7

6
5

4
3

2
1

5

4

3
2

1

適
塾
適
塾

研
究
員
F

　
　適塾
内
部
に
空
調
は
あ
り
ま
せ
ん
。是
非
、当
時
の
塾
生
ら
の
気
持
ち
に
な
っ
て
見
学
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

事
務
職
員
T

　
　適塾
を
見
学
し
た
後
は
、中
之
島
セ
ン
タ
ー
で
、当
時
の
塾
生
の
食
事
を
イ
メ
ー
ジ
し
た「
適
塾
御
膳
」を
食
べ
る
の
も
い
い
か
も
。

（
株
）神
宗
提
供
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　適
塾
記
念
会
は
緒
方
洪
庵
・
適
塾
お
よ
び
そ
の
関

係
者
の
業
績
を
顕
彰
し
、
大
阪
の
学
問
・
文
化
の
伝

統
を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
1
9
5
2
年
に
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
適
塾
建
物
や
適
塾
関
係
資
料

等
の
文
化
財
保
護
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

適
塾
記
念
会
に
入
会
し
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
於 

適
塾
・
5
／
31
〜
6
／
12
）

　前
年
度
に
寄
贈
さ
れ
た
緒
方
惟
之
氏（
洪
庵
玄
孫
）

旧
蔵
資
料
を
一
般
公
開
し
ま
し
た
。
洪
庵
直
筆
の「
除

痘
館
記
録
」や
洪
庵
肖
像
等
、
著
名
な
資
料
を
間
近

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　2
0
1
1
年
、
大
阪
大
学
創
立
80
周
年
を
機
に
適
塾

記
念
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
適
塾
運
営
・
大

阪
学
・
オ
ラ
ン
ダ
学
の
三
部
門
を
擁
し
、
適
塾
建
物
お

よ
び
歴
史
資
料
の
維
持
管
理
、
近
世
以
降
の
大
阪
の
学
問
・
文
化
や
日
蘭
関
係
史

の
研
究
を
行
う
ほ
か
、
阪
大
の
源
流
の
一
つ
で
あ
る
適
塾
を
顕
彰
す
る
た
め
、
見
学

会
・
展
覧
会
・
講
演
会
等
の
様
々
な
社
会
教
育
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

大
阪
大
学
適
塾
記
念
セ
ン
タ
ー
と
は

適
塾
記
念
会 

入
会
の
ス
ヽ
メ

◎
適
塾
特
別
展
示「
洪
庵
・
惟
準
か
ら
伝
わ
る

緒
方
家
の
至
宝
―
新
寄
贈
資
料
展
―
」

適
塾
講
座「
歴
史
の
な
か
の
適
塾
―
私
た
ち
は

適
塾
か
ら
何
を
学
び
、
ど
う
語
っ
て
き
た
か
―
」

松
永
和
浩（
適
）「
ワ
ニ
・
甲
冑
・
蘭
学
塾
」

公
開
講
座
フ
ェ
ス
タ

栗
本
英
世（
人
）「
ロ
ー
カ
ル
／
ナ
シ
ョ
ナ
ル
／
グ
ロ
ー
バ
ル
の
往
復
運
動
」

三
浦
雅
博（
工
）「
豊
か
な
現
代
社
会
を
支
え
る
有
機
合
成
化
学
の
進
化
」

適
塾
記
念
講
演
会

ヤ
ン
・
デ
・
ホ
ン
ト
、
メ
ン
ノ
・
フ
ィ
ツ
キ
（
オ
ラ
ン
ダ
国
立
博
物
館
）

「「
細
い
橋
」―
オ
ラ
ン
ダ
国
立
博
物
館
所
蔵
品
が
語
る
日
蘭
関
係
史
―
」

特
別
セ
ミ
ナ
ー

http://www.tekijuku.osaka-u.ac.jp

特
典
①

特
典
②

特
典
③

　
特
典
④

　
特
典
⑤

　
特
典
⑥

適
塾
の
参
観
料
が
い
つ
で
も
無
料
！

適
塾
見
学
会（
年
二
回
）の
参
加
が
可
能
に（
無
料
）！

会
誌『
適
塾
』（
年
刊
）を
無
料
で
お
届
け
！

投
稿
資
格
も
あ
り
！

『
大
阪
大
学
適
塾
記
念
セ
ン
タ
ー
所
蔵

　

適
塾
関
係
資
料
目
録
』を
希
望
者
に
無
償
頒
布
！

適
塾
で
販
売
す
る
図
録『
緒
方
洪
庵
と
適
塾
』・
絵
葉
書
・

「
扶
氏
医
戒
之
略（
複
製
）」が
一
割
引
き
！

イ
ベ
ン
ト
の
案
内
を
随
時
お
届
け
！

※
詳
細
に
つ
い
て
は
大
阪
大
学
適
塾
記
念
セ
ン
タ
ー
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　普
通
会
員

　年
間
一
口

　
　二
、〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　賛
助
会
員

　年
間
一
口

　一
〇
、〇
〇
〇
円

い
ず
れ
も
複
数
年
・
複
数
口
で
の
申
し
込
み
可
。

普
通
会
員
五
年
間（
一
万
円
）が
お
ス
ヽ
メ
！

会
費

会
員
特
典

◎
講
演
会 

何
ぞ
や
？

【
平
成
二
八
年
度
の
イ
ベ
ン
ト
】

（
於 

大
阪
府
庁
・
11
／
9
）

（
於 

中
之
島
セ
ン
タ
ー
・
12
／
26
）

（
於 

豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス
・
10
／
12
）

（
於 

中
之
島
セ
ン
タ
ー
）

ハ
ル
メ
ン
・
ボ
イ
ケ
ル
ス（
長
崎
大
、
ラ
イ
デ
ン
大
）「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
医
学
の

伝
播
に
お
け
る
適
塾
の
決
定
的
役
割
」（
10
／
22
）

廣
川
和
花（
専
修
大
）「
戦
後
大
阪
の
医
学
史
研
究
と
適
塾
」（
11
／
5
）

青
木
歳
幸（
佐
賀
大
）「
適
塾
の
歴
史
的
評
価
に
つ
い
て
」（
12
／
3
）

2017年3月31日発行


